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・全国学力・学習状況調査の結果
で，正答率の低かった問題につい
て，正答率の変化の調査を行う。

・課題となった問題の
通過率を上げる。

プラス
10％

－ － ー

国語・数学の問題を分析し，正答率の低かっ
た文章問題を取り上げた。どちらの教科も問
題文を読み取る力に課題がある。国語では，
文章に表れているものの見方や考え方を捉
え，自分の考えをもち表現する力，数学で
は，事象を数学的に解釈し，問題解決の方法
を数学的に説明する力である。

問題文から必要な情報を適切に読み取ら
せ，何を聞かれているかを明確にできるよ
う指導する。国語では，登場人物の様子を
適切に捉え自分の考えをもち説明できるよ
うにする。数学では，数学的用語を適切に
使って説明できるようにする。

・学習意欲に関する，生徒のアン
ケートの回答で変化をみとる。

85% 83% 97% B 3

もっと考えてみたいと思える意識が
生まれる様，継続してご指導願いま
す。

・授業前に黙想を実施し，授業に
臨む態度を養う。

落ち着いた態度で授業に臨んでいる。
授業前の黙想の注意点について，今後
も共通理解を図っていく。

引き続き黙想に関する取組を行い，落ち着
いた学校生活を送らせると同時に，どんな
ルール・マナーも守る意識の高さをつけて
いく。ＨＲ・学活・道徳・集団活動の中で
常に声かけ・意識付けをしていく。

・生徒会を中心に，あいさつ運動
を実施する。

あいさつ運動は実施できていないが，
約９０％の生徒が，自ら進んであいさ
つをしているというアンケート結果が
出ている。校内だけでなく，校外や家
庭でもあいさつができるよう習慣化し
ていく。

3

自主的にあいさつができるよう，ま
わりから環境づくりをしていって下
さい。

2学期から育友会（ＰＴＡ）主体の挨拶運動
が計画されている。それが実現するなら
ば，まず身近な大人ということで，当番の
保護者の方へ進んで気持ちのいい挨拶がで
きるように指導していく。

・学校行事や部活動を通して，生
徒の主体的な活動場面を設定し，
自分の良いところを認識させる。

・学校評価アンケート「学校
行事や部活動によって自分は
体が鍛えられたと思う」「粘
り強くなったと思う」の肯定
的評価の向上。

85% 81% 95% B

「部活動や学校行事によって体が鍛え
られたと思う」80％，「粘り強くなっ
たと思う」83％と，平均して81%以
上の肯定的評価があった。活動のみで
終わらず，事前事後指導を充実させ，
相互評価ができる取り組みを進めてい
きたい。

活動前に全体へ活動の意義や計画を伝え，
それぞれが目標や目的を持った上で活動に
取り組ませる。活動後には，振り返りシー
ト等を活用し，自己や他者に対する考えを
まとめさせ，学校便りや通信等で全体へ返
していく。

・気力と体力をつけさせるため，
基本的生活習慣を身につけさせ
る。

・生活習慣アンケート
「朝食摂取，起床時刻・
学習開始時刻・就寝時刻
の固定」についての数値
の上昇

85% 74% 87% B 3

規則正しい生活のリズムは大事で
す。特に食事面は，毎朝しっかり食
べて学校に行くことが大事と考えま
す。

　
【自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）
Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０
Ｄ：（できていない）＜６０

自立貢献　　　～自己を認識し，自分の人生を選択し，表現することのできる生徒の育成～

生徒や保護者，地域から信頼される学校をつくる。」
生徒や保護者が美木中に来て良かった。行かせて良かった。また，教職員が美木中に勤務して良かったと思える学校にする。
○知育・徳育・体育のバランスを図り，地域に根ざした教育活動の推進
○学校教育の信頼性の確保と満足度の向上

a 　ビジョン
①規範意識を身に付け，向上心を持ち，自ら学ぶ意欲的な生徒が育つ学校
②自他を大切にする生徒が育つ学校
③自己を認識し，自分の将来の夢や目標を持つことができる生徒が育つ学校

g
達成
値

k 二次評価

規範意識や礼儀など，
豊かな心を育成する。

110% A

・学校評価アンケート
の「学校や社会のルー
ル・マナーを守ってい
る。」の肯定的評価の
向上。

90%

令和３年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

・「学習の振り返りを
するときには，「もっ
と考えてみたいこと」
「もっと調べてみたい
こと」「もっと工夫し
てみたいこと」などを
考えています。」の肯
定的評価の向上。

確
か
な
学
力

i
評
価

f
目
標
値

g
達成
値

夢や志の実現に向け
て，粘り強く挑戦する
逞しい気力と体力を育
成する。

b 中期経営目標 e 評価指標

99%
豊
か
な
心
の
育
成

c 短期経営目標 d 目標達成のための方策

自他を大切
にする生徒
を育成す
る。

規範意識を
身に付け，
向上心を持
ち，自ら学
ぶ意欲的な
生徒を育成
する。

主体的に学ぶ力を育
み，確かな学力を育成
する。

a 　ミッション

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は
適正でない。　ハ：わからない。

h
達
成
度

イ ロ ハ

「毎日，朝食を食べている」の肯定的評価
が９２%，「起きる時刻寝る時刻を決めて
守っている」の肯定的評価が７１%，「家
庭学習開始時間を決めて守っている」の肯
定的評価が５８%という結果になった。特
に学習習慣について課題がある為，日々意
欲的に取り組める課題を提示するよう工夫
していく。

健
や
か
な
体
の
育
成

自己を認識
し，自分の
将来の夢や
目標を持つ
ことができ
る生徒を育
成する。

学習習慣について，自分の学習習慣を見つ
め直し，各学年で学習時間を設定する等の
改善策を考え，自分に合った学習習慣を確
立できるよう手立てを行う。また，定期試
験前の計画表の作成を通して，日々の学習
習慣を見つめ直させる。

研究部を中心に各教員が一人一研究とし
て，学力向上，学習意欲向上への取り組み
を考えている。その中から授業での振り返
りの評価について検討し，振り返りで書か
せる内容を生徒に伝えたり，授業内容の工
夫から促したりして発展的な振り返りが書
けるように指導する。

学習の振り返りについてのアンケート
結果では，肯定的評価が，１年生
88.3%，２年生83.0%，３年生
79.1%であった。学年が上がるにつ
れ，授業の振り返りの時点での学習へ
の意欲的な思いが，少しずつ薄れてき
ている。

m 改善案l コメントj 結果と課題の説明

様式1


